
ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム（
T

M
S
）は
本
質
的
に
は
、
企
業
の
持
つ
資
金
の
管
理

（
流
動
性
リ
ス
ク
の
管
理
）お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
市

場
、
信
用
リ
ス
ク
の
管
理
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

一
方
、
支
払
代
行
と
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
、
A
P
/
A
R

を
主
と
す
る
取
引
の
効
率
化
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
決
済
の
仕
組
み
を
集
中
化
し
、
そ
の
上
で
効

率
化
を
目
指
す
一
つ
の
枠
組
み
に
な
る
。
以
上
を

前
提
と
し
、
本
稿
で
は
決
済
の
集
中
化
を
目
的
と

す
る
支
払
代
行
と
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
T
M
S
で
ど
こ

ま
で
実
現
で
き
て
い
る
の
か
を
述
べ
る
。

支
払
代
行
と
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
位
置
付
け

一
般
的
に
支
払
代
行
は
外
部
へ
の
決
済
を
対
象

と
し
、
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
グ
ル
ー
プ
内
の
決
済
を
対
象

と
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
プ
ロ
セ
ス
の
観
点
か

ら
見
る
と
、
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
支
払
代
行
を
実
現
さ

せ
た
上
で
相
殺
を
行
う
た
め
、
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
決
済

代
行
を
含
む
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に

外
部
へ
の
支
払
い
を
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
仕
掛
け
は

存
在
し
、
典
型
的
な
例
と
し
て
C
L
S

（C
ontinuous

Linked
Settlem

ent：

銀
行
に
よ
る

外
国
為
替
の
同
時
決
済
の
仕
組
み
）が
挙
げ
ら
れ

る
。
支
払
代
行
と
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
全
体
像
の
イ
メ

ー
ジ
を
次
ペ
ー
ジ
の
図
で
表
現
し
た
。
こ
の
中
で
二

点
ほ
ど
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
る
と
、
ま
ず
ネ
ッ
テ
ィ
ン

で
あ
る
。
ま
た
、
出
金
確
認（
リ
コ
ン
サ
イ
ル
）を

本
社（
代
行
セ
ン
タ
ー
）で
行
い
、
参
加
各
社
に
結

果
を
伝
え
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
以
上
の
フ
ロ
ー

を
前
提
と
し
て
、
T
M
S
の
特
徴
的
な
機
能
と
し

て
大
き
く
三
点
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
支
払
デ

ー
タ
の
収
集
の
観
点
で
は
、
手
入
力
は
も
ち
ろ
ん
、

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
も
可
能
で
あ
る
。
手
入
力
の
場

合
、
承
認
プ
ロ
セ
ス
を
複
数
持
つ
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
ま
た
、
取
引
の
条
件（
金
額
や
通
貨
、
最
終

受
取
人
等
）に
よ
り
承
認
の
要
否
を
設
定
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
二
点
目
と
し
て
は
所
謂A

d-

h
oc

の
支
払
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
許
容
す
る
か
否

か
の
制
御
機
能
を
持
つ
。
こ
の
機
能
に
よ
り
、
最

終
受
取
人
の
入
力
ミ
ス
や
不
正
送
金
を
防
ぐ
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
最
後
に
送
金
で
あ
る
が
、
T
M

S
で
は
通
常
S
W
I
F
T
や
主
な
ロ
ー
カ
ル
決
済

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
I
/
F
を
標
準
で
装
備
す
る

た
め
、
開
発
の
負
担
が
少
な
く
て
す
む
。
ま
た
、

銀
行
の
C
M
S
シ
ス
テ
ム
と
の
I
/
F
も
雛
形
を
装

備
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

支
払
代
行
を
行
う
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
一
般

的
に
は
集
中
化
に
よ
る
決
済
手
数
料
の
削
減
と

指
摘
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
た
い
し
た
金
額
に
は
な

ら
な
い（
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
異
な
り
、
決
済
取
引
の

件
数
は
減
ら
な
い
た
め
）。
む
し
ろ
、
事
務
の
集
中

化
に
よ
る
人
員
の
削
減
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
強
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グ
の
結
果
は
必
ず
し
も
資
金
移
動
を
伴
わ
ず
、
関

連
会
社
と
本
社
間
の
貸
借
勘
定
で
処
理
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
不
要
な
資

金
移
動
を
最
低
限
に
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

二
点
目
と
し
て
、
入
金
集
中
を
行
う
こ
と
で
、
外
貨

の
マ
リ
ー
が
実
現
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
決
済
集
中
と
い
う
仕
組
み
の
中
で
、
支
払
代

行
や
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
そ
の
他
の
仕
掛
け
が
実
現
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

T
M
S
に
よ
る
支
払
代
行
の
実
現

支
払
代
行
の
フ
ロ
ー
は
総
じ
て
単
純
で
あ
る
。

ま
ず
参
加
各
社
か
ら
支
払
デ
ー
タ
を
集
め
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス（
一
般
的

に
は
A
P
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
やE

x
cel

の
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
）で
行
う
場
合
と
手
入
力
の
ケ
ー
ス
に
分

か
れ
る
。
手
入
力
の
場
合
は
、
参
加
各
社
で
最
低

一
回
は
承
認
が
必
要
に
な
り
、
本
社（
代
行
セ
ン

タ
ー
）側
で
は
承
認
を
行
う
ケ
ー
ス
と
行
わ
な
い

ケ
ー
ス
に
分
か
れ
る
。
そ
の
後
は
、
実
際
に
送
金

を
行
う
た
め
に
必
要
な
情
報
を
銀
行
に
送
る
が
、

効
率
的
に
処
理
す
る
た
め
に
、
通
常
月
一
〜
二
回

の
決
め
ら
れ
た
期
日
の
み
の
送
金
と
し
、
こ
の
段

階
で
同
一
支
払
先
の
取
引
を
取
り
纏
め
る
こ
と

も
あ
る
。送
金
手
段
と
し
て
は
図
に
あ
る
よ
う
に
、

大
き
く
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
る
こ
と
が
可
能

支払代行とネッティング

T R E A S U R Y  F O R U M

柳
洋
二
郎

サ
ン
ガ
ー
ド
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン



29●CFO FORUM

齟
齬
の
あ
る
取
引
の
み
を
各
社
に
連
絡
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
入
力
さ
れ
た
取
引
に
問

題
が
あ
る
場
合
は
、
参
加
各
社
が
T
M
S
を
用
い

て
会
話
し
問
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る（
お
互
い
の
や
り
取
り
は
全
て
記
録
に
残
る
）。

資
金
調
達
に
関
し
て
は
、
不
足
す
る
通
貨
の
資
金

を
自
動
的
に
貸
し
付
け
る
機
能
も
保
持
す
る
。

さ
ら
に
、
各
通
貨
で
の
相
殺
結
果
を
最
終
的
に
参

加
各
社
の
自
国
通
貨
に
換
算
し
、
決
済
尻
を
計
算

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
単
純
に
ネ

ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
た
い
と
い
う
要
望
に
対
し
て

は
、フ
ロ
ー
の
省
略
や
簡
素
化
も
可
能
で
あ
る
。

ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

は
決
済
手
数
料
の
削
減
で
あ
る
。
相
殺
を
行
う
こ

と
で
、
基
本
的
に
決
済
件
数
は
参
加
者
の
数
に
収

斂
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
グ
ル
ー
プ
間
の
決
済
が

多
い
企
業
ほ
ど
効
果
が
出
る
。
一
方
、
こ
れ
ほ
ど

顕
著
な
効
果
が
出
る
仕
組
み
の
た
め
、
多
く
の
企

業
で
は
手
作
業
、Excel

ベ
ー
ス
で
既
に
実
現
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
こ
と
の
効
果
は
、
多
く
の
取
引
を

E
x
cel

に
集
め
る
労
力
や
、
期
日
の
管
理
、
参
加

各
社
と
の
電
話
で
の
連
絡
に
伴
う
労
力
の
削
減
や

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
強
化
、
事
務
ミ
ス
の
削
減
等

に
な
る
。
現
実
に
は
、
手
作
業
に
よ
る
作
業
負
荷

の
制
限
か
ら
、
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
仕
掛
け
に
全
社
が

参
画
で
き
な
い
例
も
散
見
さ
れ
る
。

化
、
事
務
リ
ス
ク
の
低
減
、
重
複
す
る
シ
ス
テ
ム
投

資（
も
し
く
は
保
守
費
用
）の
コ
ス
ト
削
減
効
果
が

大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
特
に
外
貨
送
金
の
場
合
、

外
貨
の
調
達
を
本
社
に
集
中
す
る
こ
と
で
、
事
務

の
煩
雑
さ
か
ら
の
開
放
や
、
調
達
に
伴
う
手
数
料

の
削
減
効
果
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

T
M
S
に
よ
る
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
実
現

ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
フ
ロ
ー
は
、
支
払
代
行
に
比
べ
る

と
は
る
か
に
複
雑
で
あ
り
、
ま
た
パ
タ
ー
ン
も
幾
つ

か
あ
る
。
ま
ず
、
参
加
者
間
の
支
払
を
相
殺
す
る

た
め
、
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
期
間
を
設
け
、
そ
の
期
間
中

に
入
力
さ
れ
た
取
引
を
相
殺
対
象
と
す
る
。
相

殺
の
方
法
も
二
者
間（
バ
イ
ラ
テ
ラ
ル
）の
相
殺
と

多
者
間（
マ
ル
チ
ラ
テ
ラ
ル
）の
二
通
り
が
あ
る
。

ま
た
、
一
般
的
に
は
参
加
各
社
間
で
支
払（
受
取
）

情
報
に
合
意
し
、
本
社（
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
）

は
支
払（
受
取
）情
報
の
正
確
性
に
は
関
与
し
な

い
。
以
上
を
考
慮
し
て
、
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
①

ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
期
間
の
設
定
、②
対
象
取
引
の
入
力
、

③
入
力
さ
れ
た
取
引
の
確
認
、
④
仮
締
め（
相
殺

結
果
を
参
加
者
に
知
ら
せ
る
）、
⑤
資
金
調
達
、

⑥
締
め
お
よ
び
決
済
、
の
流
れ
が
典
型
的
な
フ
ロ

ー
で
あ
り
、
こ
の
流
れ
は
T
M
S
で
も
サ
ポ
ー
ト
さ

れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
セ
ス
で
T
M
S

が
持
つ
特
徴
的
な
機
能
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
対
象
取
引
の
入
力
は
通
常
支
払
取
引
を
入

力
す
る
。
し
か
し
、
入
金
取
引（
請
求
書
）ベ
ー
ス

の
入
力
や
、
両
方
を
入
力
し
、
シ
ス
テ
ム
で
突
合
、


